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福岡県男女共同参画センター「あすばる」概要

• 1996（平成8）年11月

福岡県女性総合センター「あすばる」開館

• 2003（平成15）年

「福岡県男女共同参画センター」へ名称変更

• 2012（平成24）年

「ふくおか女性いきいき塾」開始

• 2016（平成28）年

開館20周年を迎え、新ビジョンあすばる2020を策定

「女性による元気な地域づくり応援講座事業」開始



あすばる2020～つなげる、支える、盛り上げる～
今後「あすばる」が果たす３つの役割

協働 連携機関

役割１「つなげる」

各推進主体が出会い、連携・協
働できる場や機会の企画・提供

役割2「支える」

各推進主体が効果的に活動で
きるよう、支援と促進、環境整
備

役割3「盛り上げる」

戦略的なキャンペーンによる意
識改革・行動計画



事業の概要

事 業 名 女性による元気な地域づくり応援講座事業
（通称元気塾）

実施時期 平成28年5月17日～平成29年3月31日

事業規模 総額 2,095千円（実績値）
内閣府平成27年度補正予算『地方創生加速化交付金』
→ 県『女性の活躍推進費』 → あすばる
→ 県内5地域の実行委員会（40万円／1団体）

目 的 地域団体と男女共同参画センター及び市町村が連
携し、地域での課題解決能力等を習得し、ネット
ワークをつくる講座を実施することを通じて、地
域での女性の活動を活性化すること



ニーズ 地域の活力を高める女性リーダー育成

福岡県の地方創生総合戦略において、地域が活力を高めていく上で
女性の活躍は重要課題の一つ
役職に関わる女性の比率は1割に満たない→リーダー育成が急務！



ニーズ 従来の団体と若い世代のマッチング

従来の

男女共同参画推進団体

地縁団体と繋がっていない

若い女性たち



公募要件

実行委員会

地域団体 市町村 センター

①実行委員会形式とする ③受講生は、女性20名程度

②4～6回の連続講座を

企画・運営すること

受講生



カリキュラム開発のガイドラインの提示

地域活動の実践力を高めるカリキュラムとする
目的 プロセス 内容

●実行委員会で検討すること

地域の進みたい方向や問
題を理解する

地域を知る
市町村の総合戦略を知る
地方創生と女性活躍との関連を知る
首長や、市町村の他の部門を巻き込む

地域の課題・問題を発見
する

課題を設定する
地域課題の捉え方を学ぶ
参加者募集にあたって、課題を明らかにする
活動するテーマを設定する

ターゲットを絞る
「次代の地域の担い手」とするターゲットを絞る
効果的な広報戦略を立てる

地域資源を発掘する
ロールモデル、アドバイザー、講師などを探す
ふくおか女性いきいき塾卒塾生を巻き込む

課題の解決策を考える
活動を継続する方法を
考える

ネットワークづくりのしかけを考える
講座期間中、終了後のフォローアップ方法を考える
市民協働事業の助成金活用等、財源を検討する

発表・ふりかえり 事業報告会とふりかえり
実行委員会で活動を振り返る
事業全体の報告を行う



カリキュラム開発のガイドラインの提示

目的 プロセス 内容

●参加者（塾生）が取り組むこと

地域の進みたい方向や
問題を理解する

講座の趣旨の理解 実行委員会から、講座の趣旨を伝える

地域における
男女共同参画の基本

男女共同参画の基本を知る
（歴史的な背景、世界・日本・市町村の動き、実現に向けて
の喫緊の課題、性別役割分担意識 など）

チームビルディング
チームの環境を整える
参加者同士、参加者と実行委員会の信頼関係を築く

地域の課題・問題を
発見する

課題を設定する 実行委員会で設定したテーマや課題を自分ごとにする

問題解決技法を学ぶ
問題の本質、全体像を把握する
コミュニケーション力（傾聴力、質問力、可視化する力など）

地域資源を発掘する
現地視察、インタビュー
市町村のロールモデルの話を聴く、連携先を探す

課題の解決策を考える

課題解決のアイデアを
出す

アイデアの出し方、纏め方の手法を学ぶ
アイデアを出す、話し合う
課題解決した未来を想像する（未来新聞、シナリオ作り）

実現方法を考える
課題の解決策のプロトタイプを考える
アドバイザーなどから意見をもらい、ブラッシュアップする

お試しチャレンジ
プロトタイプを施行、実際にやってみる
施行した結果を検証する

発表・ふりかえり 報告会とふりかえり
活動発表・成果報告を行う。市町村への提言を行う
チーム活動を振り返る



デザイン思考の要素 イノベーションの創出
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実施団体と受講生の人数

【飯塚市】
わたしにだってできるっちゃね！！
～自分にフィットする活動のさがし方～
50～60代を中心とした30～70代の女性38名
構成：いいづか男女共同参画推進ネットワーク、

飯塚市（センター）

【糸島市】
輝く女性が地域を元気に
30～40代を中心とした20～60代の女性24名
構成：男女共同参画ネットワーク「二丈ひとの輪ネット」、

糸島市（センター）、まえばる女性ネットワーク、
志摩男女共同参画ネットワーク

【春日市】
学校に避難者が殺到！
その時あなたができること
30～40代を中心とした30～70代の女性32名
構成：男女共同参画ネットワーク春日、

春日市（センター）

【築上町】
女性げんき塾
30～40代を中心とした30～70代の女性
26名
構成：築上町男女共同参画ネット、

築上町

【久留米市】
マチをつくる。筑後姉妹。
30代を中心とした20～70代の女性24名
構成：Mellicore、久留米市（センター）



講座概要 久留米市 マチをつくる。筑後姉妹。

男女共同参画やリーダーとしてのコミュニケーション力を学び、アドバイザーと
一緒になって、「コミュニティセンター」「公園」「伝統工芸」「駅」の4つの
テーマで、自分のマチを活かすプロジェクトを企画、実行した。



講座概要 飯塚市 私にだってできるっちゃね！！

～自分にフィットする活動のさがし方～
寸劇・クイズやシンポジウムで性別役割分担や社会参画を考え、実践的なワーク
ショップで考えたことを発信する力を養う。また、参加者同士の交流も大切にす
すめてきた。



講座概要 春日市 学校に避難者が殺到！
その時あなたができること

災害時に女性視点の気配りは大切。人間関係をよくするコミュニケーション力や
段取り力を身に付けた後、実際に災害を体験した話を聴き、避難所運営ゲーム
（HUG）で「その時どう動くか」を考えた。



講座概要 糸島市 輝く女性が地域を元気に

講義やシンポジウム、糸島の女性の活動現場への視察やワークショップを通じ、
男女共同参画の基本から課題発見や解決の仕方を学び、自分にできることを考え
た。



講座概要 築上町 女性げんき塾

ライフデザインやまちづくりの基本を学び、その後、アドバイザーとともに、自
分のまちでワクワクすることを発見、ワークショップを通じてプランを作成、発
表した。



実施スケジュール
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あすばるの役割「つなげる」

福岡県男女共同参画推進連絡会議

（通称：ふくおかみらいねっと）
福岡県内の女性団体等が相互に情報を交換の上、交流を深め、
連携して男女共同参画社会づくりに向けて取組を進めるために、平
成14（2002）年6月に発足した団体。現在36団体が加入。

ふくおか女性いきいき塾
平成24（2012）年度から始まった次代の女性リーダー育成塾。

8か月間にわたるプログラム（講義と課題研究）で知識を深め、業種や
地域を超えたネットワークを築く。

現在６期目。１〜5期の卒塾生151名は、OG会を結成している。

あすばるのリソースの活用



あすばるの役割「つなげる」

2012

2013

2014

2015

2016

あすばるスタッフの関わり

みらいねっと
2013、2014、2016年事務局

いきいき塾
2013～2015年
課題研究の１グループを担当する
4期生の3名は同じグループでそこを担当
2014年は主担当

築上町B
(副会長)

(会長)

糸島A
(運営委員)

春日A
(副会長)

飯塚A
(運営委員)

飯塚B
(運営委員)

みらいねっと

築上町B

久留米A

久留米B 築上町A

糸島B

3期生

4期生

1期生

いきいき塾

A：実行委員長
B：実行委員・アドバイザー

元気塾

久留米 2 名
飯塚 2 名
春日 1 名
糸島 2 名
築上町 2 名

塾生 塾生



あすばるの役割「支える」連絡会議の実施

実行委員会連絡会議
平成28年6月30日



あすばるの役割「支える」実行委員会向け講座

講師の派遣
6月28日「人が集まる！男女共同参画講座の作り方」



あすばるの役割「支える」 実行委員会向け講座



あすばるの役割「支える」 実行委員会向け講座

8月31日「ポスト・イット®ミーティングソリューション™」



あすばるの役割「支える」講師の派遣

講師の派遣

糸島市1回目講座 8月20日 開講式挨拶
久留米市4回目 10月29日 公開プレゼンでの講評
飯塚市2回目講座 10月22日
「フツーの女性が議員になったキッカケは？」
ロールモデルに聞いてみよう（コーディネーター） など

春日市2回目講座 9月28日
「コミュニケーションの手法を学んで

段取り上手！」



あすばるの役割「盛り上げる」

あすばるホームページ
スタッフブログで講座の様子を発信

Facebookページ
実行委員が編集者になり、自ら情報発信



あすばるの役割「盛り上げる」

みらいねっとフォーラムでの報告会
3月4日 パネルディスカッション「女性の活躍で
地域が元気になるために」

あすばる情報誌「あすばる～ん」
報告会の様子や成果報告



成果

地域を担う新たな人材の発掘
⁃ それぞれの地域で今まで男女共同参画の活動に関わっ
ていなかった30～40代を中心とした新しい人材を発
掘できた。

活動の継続・広がり
⁃ 各地域で何らかの活動を継続している。また、久留米、
築上町の参加者が、平成29年度の事業の実施団体
（広川町、苅田町）となるなど、活動のエリアが広
がっている。

住民と市町村の連携
⁃ もともとつながりのあった男女共同参画部署だけでな
く、他の部署や地域のキーパーソンとの連携ができた。



効果

 お試しチャレンジからJR久留米駅と
繋がり、今年のイベントに呼ばれる

 定例会や筑後各地での交流会の継続
開催

 筑後地方のポータルサイトをつくる
計画中

定例会・交流会の開催

今年もJR久留米駅でのイベント



ふくおか女性いきいき塾

HUGの継続開催
 春日市内の小中学校で、9月、1月に
PTA、地域住民、中学生対象に実施

 11月に、春日西中校区のコミュニ
ティ協議会研修会にて開催

 10月 いきいき塾と地域団体との交
流で体験会

 卒塾生もスタッフとして活動



平成29年度も6地域で実施中
あすばるプラスで情報チェック！
http://plus.asubaru.or.jp/


